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Abstract
The aim of this research is to clearly show the subject and effects of a pre-graduation seminar on nursing
techniques.  Prior to, and after, the seminar ,as well as 3 months after the students had found jobs, the students'
average experience and level of confidence were investigated.
The results after the seminar were that those "who could do it by themselves" plus those "who could do it with
support" was roughly over 70%, but those "who could do it by themselves" ranged from 20% to 60%. This latter
figure is a result of the limitations of using a model doll during the seminar. Relating to average experience, 
those who had lot of experience in such techniques as drawing blood or giving those injections were found to be
have confidence. On the other hand, those with little experience in such techniques as IVH or infusion pumps, or
techniques that despite the student having a lot of experience required a lot of time, such as indwelling catheter in
bladder, were found to be lacking in confidence.
As for the investigation 3 months after the students had found jobs, they were generally confident of the techniques
they had learned.
The seminar's techniques were ones that should have been learned before graduation, such as injection, suction, and
drawing blood.
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ペンタジンに 15mgと30mg があると知っている 
ネオフィリンの急速静注の危険性を知っている 
アナフィラキシーショック易発生薬剤使用時の初期観察の重要性を知っている 
抗生剤使用時の皮内テストの必要性を知っている 
冷所保存の薬剤名を把握している 
注射薬混注時，白濁発生した場合，薬剤の配合禁忌で投与してはいけないことを知っている 
アルブミン・グロブリン製剤は，輸液フィルターを使用してはいけないことを知っている 
抗ガン剤の点滴漏れは，組織壊死の危険性があると知っている 
抗ガン剤の投与量の誤りは，非常に危険だと知っている 
胃管注入剤の静脈内投与は，生命に関わる危険があると知っている 
注射薬以外に注射器を使用すると危険であると知っている 
処方箋の正しい読み方を知っている 
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卒業前看護技術演習の効果と課題
表1‐2　医療事故防止上習得しておくべき知識・技術100項目の正解率の変化 
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絶食時は、糖尿病薬を休業しなければならないことを知っている 
与薬は毎回直前に処方箋と薬剤の照合が必要だと知っている 
患者に与薬時、毎回患者本人の姓と名前を確認する 
薬剤を与薬するときは、薬効を理解して与藥しなければならないことを知っている 
与薬直前に、処方変更有無の確認の必要性を知っている 
血液バックに輸血セットを接続できる 
輸血の準備は，危険防止のために一患者ごとに行うことを知っている 
事故防止のため血液受け渡し・準備・実施時，本体・伝票の複数確認が必要だと知っている 
輸血開始5分間はゆっくり滴下することが必要だと知っている 
異常の早期発見のため，輸血開始後しばらく患者の側で観察する必要性を知っている 
輸血中，15分から20分ごとの観察を実施している 
輸血製剤による保存方法の違いを知っている 
血液製剤による使用期限の違いを知っている 
新鮮凍結血漿の解凍法と，速やかな使用の必要性を知っている 
血液に放射線照射をする目的を知っている 
放射線照射血液を速やかに使用する理由を知っている 
ポンプ使用中，電源が確保されているか確認する 
輸液注入開始前，輸液セットのクレンメ・三方活栓が開放されているか確認する 
ポンプ取り外し時，クレンメや三方活栓を開放したままでは危険だと知っている 
薬液交換後，スタートボタンが入っているか確認する 
ポンプ使用時，専用輸液セット使用の必要性を知っている 
ポンプ使用時，注入量や点滴漏れ等についての定期的チェックの必要性を知っている 
ポンプ使用時，注入量を定期的に確認する 
シリンジポンプから注射器をはずすとき，三方活栓閉鎖確認の必要性を知っている 
人工呼吸器使用時電源が入っていることを確認する 
気管内チューブに人工呼吸器を接続時，気道内圧等を確認する 
回路交換前，気道内圧等確認の必要性を知っている 
回路交換前，気道内圧等を確認する 
回路交換後，患者の状況を観察する必要性を知っている 
アラームの設定と確認ができる 
アラームを一時切断した場合，復帰後アラームの設定の確認の必要性を知っている 
アラームを一時切断した場合，復帰後アラームの設定を確認する 
アラームがどのような状況下で作動するか理解している 
アラーム作動時の対応を知っている 
緊急度の高いアラーム作動について知っている 
加温加湿器の必要性を知っている 
加温加湿器に規定線まで水が入っていることを確認する 
加温加湿器に水道水は不適当だと知っている 
加温加湿器の温度が適温か定期的に点検する 
蛇管内の水の貯留が危険である理由を知っている 
蛇管内に水が貯留していないか確認する 
気道内圧が低下した場合，カフの破損等の原因があると知っている 
気道内圧が亢進した場合，喀痰の貯留の可能性があると知っている 
アース端子接続理由を知っている 
３Ｐコンセントの３つの穴のうち，丸い穴はアース部であると知っている 
気管内チューブは，年齢や体格に応じていなければ危険だと知っている 
カフ空気量の適量の目安を知っている 
気管内チューブが入りすぎると，片肺挿管となり危険だと知っている 
片肺挿管時の症状を知っている 
気管内チューブを十分固定しないと危険だと知っている 
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